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日本気象学会
昭和35年度総会翁よび春季大会

　　　大会行事予定表
1・場　所大阪府職員会館（大阪市東区大手前之町）
2・日　程5月12日（木），13日（金），14日（土）
3．行事日程　下記の通り

行　　事
大会（研究発表）

　〃
大会（研究発表）

総会・学会賞授賞式

関西支部総会
受賞記念講演
大会（研究発表）

懇　 親　 会

大会（研究発表）

シンポジウム「大気汚染と気象」

日　　時
5月12日（木）　9．00－12．00

　〃　　　　　　　　　　13．00－17．00

5月13日（金）　9．00－11．00

〃

〃

〃

〃

〃

11．00－1200

12．30－13．30

13．40－14．40

1生40－17．00

17．30

5月14日（土）　9．00－12．00

　〃　　　　　　　　　13．00－17」00

　　　　　　　大会委員長大　谷　東　平
日本気象学会昭和55年度春季大会研究発表内容一覧表（詳細は別冊）

12日午前

午後

13日午前

午後

14日午前

第1会場
長期予報
総観気象
気象力学（数値予報）

メソ気象

乱 流一

実験気象
災害気象

第2会場
輻　　 射

高層気象
気象電気
放　射　能

大気汚染
凝　結　核
氷　晶　核

　雪
　雨
測　　 器
水　気　象

　　　　シンポジウム　（第2会場）
　　　　大気汚染と気象1・　日　　　　時　　5月14日（土）　13：00－17：00

2．座　　長　　　　　 滑川忠夫
3．話題提供
　　U）公害としての大気汚染　　　　　庄　司　　光（京大工）
　　⑧　大気汚染測定法　　　　　　　　森　　口　　実（気研応用）
　　（3）大気汚染濃度と気象因子　　　　中　野　道　雄（大阪管区）
　　（4）煤煙と下層大気における気温逆転

　　　　　　　　　　久保時夫（横浜気）
　　（5）大気汚染と気象　　　　　　　伊東　彊　自（気研応用）

52 、天気”7．生


